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いよいよ 　「西郷村屋内遊び場」

キッズランドにしごう
オープン ！！

3

23
土

ボールプール

砂場コーナー

授乳室

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
の
影

響
で
、
子
供
た
ち
は
外
遊
び
が
で

き
ず
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
運

動
不
足
に
な
る
な
ど
、
心
身
の
成

長
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
旧

米
地
区
体
育
館
を
改
修
し
、
屋
内

遊
び
場
を
設
け
ま
す
。
春
休
み
の

ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
３
月
23
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

屋
内
遊
び
場
は
０
歳
児
か
ら
小

学
生
ま
で
が
対
象
で
、
屋
内
で
飛

び
跳
ね
た
り
、
走
っ
た
り
と
体
を

思
い
っ
き
り
動
か
せ
る
施
設
で

す
。

ベビーエリア

　

施
設
内
に
は
、シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
エ
ア
ト

ラ
ッ
ク
、
築
山
す
べ
り
台
、
ト
ン

ネ
ル
パ
ネ
ル
プ
レ
イ
ウ
ォ
ー
ル
と

い
っ
た
遊
具
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
絵

本
コ
ー
ナ
ー
、
ベ
ビ
ー
エ
リ
ア
、

砂
場
コ
ー
ナ
ー
と
親
子
で
夢
中
に

遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

壁
面
や
天
井
の
装
飾
は
、
自
然

の
中
に
い
る
よ
う
な
解
放
さ
れ
た

気
持
ち
で
遊
べ
る
よ
う
豊
か
な
自

然
を
モ
チ
ー
フ
に
表
現
し
て
い
ま

す
。

場所：西郷村大字米字舘岡１番地（旧米地区体育館内）

利用料金：無料

利用時間：①１０時００分～１１時３０分

　　　　　②１３時００分～１４時３０分

　　　　　③１５時００分～１６時３０分

※混雑時は、入場制限や、お断りする場合がありますのでご了承ください。

ご利用いただける方：０歳～小学校６年生までの児童とその保護者

　　　　　　　　　　保護者の方（扶養者または２０歳以上の方）と同伴での利用となります。

　　　　　　　　　　（保護者１人につき子ども３人までとさせていただきます。）

休館日：毎週火曜日・年末年始

お問い合わせ：西郷村　福祉課児童福祉係　25-1509

※キッズランドにしごうの直通電話（25-1500）は、３月２３日から使用可能となります。

絵本コーナー

トンネルパネル

プレイウォール

築山すべり台
ランニングコース

シンボルキャッスル

エアトラック
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一
月
二
十
二
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
臨
時

区
長
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
住
宅
の
除
染
に

関
す
る
こ
と
や
仮
置
場
に
つ
い
て
、
環
境
保

全
課
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

谷
津
田
地
区
に
仮
置
場
の
造
成
工

事
が
始
ま
り
、
一
般
住
宅
等
の
除
染

作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。
こ
の
作
業

を
進
め
る
た
め
に
は
、
行
政
区
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

臨
時
区
長
会
で
は
除
染
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
、
行
政
区
長
に
村
か

ら
仮
置
場
の
概
要
と
詳
し
い
除
染
の

内
容
等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
一
般
住
宅
の
除
染
作
業
の

内
容
と
そ
の
手
順
に
つ
い
て
、
川
谷

地
区
で
実
際
に
行
わ
れ
た
除
染
作
業

を
参
考
に
、
作
業
写
真
を
用
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
村
の
除
染
計
画
に
基

づ
き
、
空
間
線
量
が
高
い
地
域
か
ら

優
先
し
て
除
染
作
業
を
実
施
し
て
い

除染箇所 除染前 除染後
玄　　関 0.22 0.15
植え込み 0.43 0.17

庭 0.43 0.28
住宅前道路の法

のりめん
面 0.61 0.23

側　　溝 0.53 0.20
住宅に隣接する林 1.02 0.51

除染による放射線量の変化

き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
仮
置
場
の
詳
細
に
つ
い
て

の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村

の
試
算
で
は
、
村
全
体
で
最
大
約

一
四
〇
万
ト
ン
の
除
染
土
量
が
見

込
ま
れ
、
こ
れ
を
仮
置
き
す
る
た

め
に
必
要
な
仮
置
場
の
敷
地
は
約

四
六
万
㎡
と
見
込
み
ま
し
た
。
平
成

二
十
四
、二
十
五
年
度
で
谷
津
田
地
区

に
約
二
〇
万
㎡
の
村
の
仮
置
場
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
他
の
場

所
に
も
仮
置
場
を
設
置
す
る
こ
と
を

現
在
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

各
地
区
で
除
染
を
進
め
る
た
め
に
は
、

仮
置
場
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

短
期
間
除
染
土
等
を
保
管
し
て
お
く

た
め
の
一
時
保
管
場
所
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
等
の
説
明
が

あ
り
、
出
席
し
た
区
長
は
真
剣
な
面

持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
区
長

か
ら
、
住
宅
の
除
染
に
は
ど
の
く
ら

い
の
期
間
が
か
か
る
の
か
と
い
う
質

問
や
、
歩
道
の
除
染
を
急
い
で
欲
し

い
、
空
間
線
量
が
高
い
の
で
、
低
く

な
る
よ
う
早
急
に
除
染
し
て
欲
し
い

な
ど
除
染
作
業
へ
の
要
望
や
仮
置
場

の
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
安
紀
夫
区
長
会
長
は
、

　
「
行
政
区
長
の
皆
さ
ん
の
意
向
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
除
染
を
し
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
区
長
会
で
協

力
を
す
る
の
で
村
も
早
く
除
染
を

行
っ
て
欲
し
い
」
と
、
説
明
を
受
け

て
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（単位：マイクロシーベルト / ｈ）

※川谷地区での除染実施例
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ガラスバッジの測定結果による 1 年間の線量の推計
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※実効線量：体全体で、平均化した被ばく量

小田倉地区

72.6％

3.2％

23.6％

0.6％ (0.4 ｍ Sv）

熊倉・米
羽太地区

23.8％

73.2％

2.5％ 0.5％ (0.4 ｍ Sv）

川谷地区

72.3％

2.7％

25.0％

乳幼児

0.5％ (0.5 ｍ Sv 以上）

57.4％
33.5％

6.3％
2.3％

●放射線実効線量測定結果について

正しく知って健康なからだづくりを！
　村が中学生以下の子どもを対象に配布しましたガラスバッジ（放射線個人積算線量計）
の測定結果についてお知らせします。

　今回の測定結果から推計される
外部被ばくの線量は、昨年度実施
したものより低い結果でした。
　しかしながら、無用な被ばくは
避けるべきです。被ばくを減らす
ための正しい知識を持ち、それぞ
れが出来る範囲での被ばく対策を
行い、また、健康なからだづくり
を心掛けてください。
　村では、ガラスバッジの測定結
果等について個別健康相談を行っています。ご不明な点などがありましたら健康推進課までお問い合わ
せください。
　なお、今回のガラスバッジの結果を「子ども健康手帳」にご記入ください。

◎測定期間：平成 24 年９月～ 11 月までの３か月間
◎回収人数：2,493 人（回収率 98.6％）

規則正しい生活を
心がけましょう

正しい知識と最新の情報を収集し、必要
以上に心配しすぎないことも大切です。

バランスのよい食事を
心がけましょう

私たちにできること

　抗酸化食品は、身体の中に生じた活性酸素の消去に有用であり、低線量被ばくの影響の克服のみならず、がんの予防、
生活習慣病の予防につながります。抗酸化食品は、日頃から食べている野菜や果物に含まれています。（一部抜粋）

食事について（抗酸化作用のある食材）

かぼちゃ、ホウレンソウ等
ブロッコリー、かんきつ類

 緑 黄 色 野 菜

ビタミンＥ
ビタミンＣ
βカロチン

ビ
タ
ミ
ン

　 お 茶 等
大豆（納豆、豆腐）等
ブルーベリー、黒豆等

カ テ キ ン
イソフラボン

アントシアニン

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド

日頃から、好き嫌いなく、バランスのよい食事を心がけ、積極的に野菜や果物を取り入れてください。

健康推進課　保健係　☎ 25-1115

健康なからだづくりのために ～健康なからだづくりを心がけることが大切です～

▲側溝の除染作業（川谷地区）

▲除染に関する質問・要望をする区長

本
格
化
す
る
除
染
の
前
に
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各賞 学校名 学年 氏名 料理名
最優秀賞 小田倉小学校 ５年 田 﨑 　 琳 子 おじいちゃん、おばあちゃんが作った野菜たっぷり弁当

優秀賞 川 谷 小 学 校 ６年 長 谷 部 　 駿 働くお父さんへ、がんばれ！！僕が作った和風弁当
優良賞 熊 倉 小 学 校 ６年 倉 岡 　 来 海 野菜たっぷりお弁当
優良賞 熊 倉 小 学 校 ６年 月岡  明日加 海の幸なりきり弁当
優良賞 小田倉小学校 ６年 井 上 　 菜 那 貧血予防鉄分たっぷり弁当
優良賞 米 小 学 校 ６年 仁 平 　 有 香 お父さんのための栄養まんたん弁当
優良賞 羽 太 小 学 校 ６年 鈴 木 　 天 音 ばあちゃんのための健康弁当

小学校の部

各賞 学校名 学年 氏名 料理名
最優秀賞 西郷第二中学校 １年 大 川 　 遥 菜 夜食もぴったり！受験 Fight 弁当

優秀賞 西郷第一中学校 １年 橋 本 　 茜 音 お父さんのための豆腐ハンバーグと野菜たっぷり弁当
優良賞 西郷第一中学校 ３年 大 島 　 萌 香 焼きさばとやーこんのきんぴら弁当
優良賞 西郷第一中学校 １年 椎名  友里花 母のために作った野菜弁当
優良賞 西郷第一中学校 １年 松浦  奈々帆 母のための野菜いっぱい弁当
優良賞 西郷第二中学校 １年 荒 井 　 　 栞 お父さんへの弁当
優良賞 川 谷 中 学 校 ３年 柳 沼 　 弘 道 姉のためのひと口バランス弁当
優良賞 川 谷 中 学 校 １年 三 瓶 　 琴 音 マクロビックリ弁当

中学校の部

審 査 結 果
（敬称略）

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
ふ
く
し

ま
っ
子
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
～
西
郷
村
食
育
推
進
事
業
～
」

と
し
て
村
食
育
推
進
地
域
検
討
委

員
会
主
催
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
八
回
目
と
な
る
今
年
は
「
家

族
の
た
め
の
に
し
ご
う
マ
ク
ロ
ビ

お
弁
当
を
作
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
募
集
が
行
わ
れ
、
小
学
生

二
九
七
人
、
中
学
生
一
八
七
人
が

応
募
し
ま
し
た
。
学
校
内
と
食
育

推
進
地
域
検
討
委
員
会
に
よ
る
二

回
の
書
類
審
査
で
、小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
八
人
が
最

終
審
査
に
残
り
、
当
日
一
五
人
が

出
席
し
て
最
終
審
査
の
お
弁
当
作

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
で
は
、
決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
提
出
し
た
レ
シ
ピ
で
お

弁
当
を
二
つ
作
る
と
い
う
課
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
お
弁
当
を
作
る

た
め
に
必
要
な
材
料
は
そ
れ
ぞ
れ

が
家
か
ら
持
参
し
、
中
に
は
圧
力

鍋
等
の
調
理
器
具
を
持
参
し
た
人

も
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
緊
張
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
家
で
あ

ら
か
じ
め
練
習
を
繰
り
返
し
た
の

か
、
手
際
よ
く
調
理
を
進
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
時
間
内
に
自
分
の
レ
シ

ピ
の
お
弁
当
を
作
る
た
め
一
生
懸

命
に
調
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
加
藤
征
男
教
育
長
他

審
査
員
に
よ
る
試
食
が
行
わ
れ
、

で
き
あ
が
っ
た
お
弁
当
の
盛
り
付

け
や
彩
り
等
の
審
査
、
味
見
を
行

い
ま
し
た
。
ど
の
お
弁
当
も
き
れ

い
に
盛
り
付
け
ら
れ
、
味
も
良
く

審
査
員
は
採
点
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
　
　

　
審
査
の
結
果
各
部
門
の
受
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。（
審
査
結
果
に

つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
審
査
員
を
代
表
し
、
髙
倉
さ
だ

子
県
教
育
庁
県
南
教
育
事
務
所
指

導
主
事
か
ら
「
審
査
は
大
変
難
し

く
、
皆
さ
ん
の
努
力
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
弁
当
は

審
査
基
準
を
全
て
満
た
し
て
お

り
、
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
小
中
学
生
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
立
派
で
し
た
」
と
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
亀
田
明

美
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
教
諭

は
コ
ン
ク
ー
ル
を
振
り
返
っ
て
、

「
子
ど
も
た
ち
は
調
理
の
練
習
を

よ
く
し
て
き
た
よ
う
で
し
た
。
初

め
は
不
安
そ
う
で
し
た
が
、
で
き

あ
が
っ
た
時
に
皆
、
達
成
感
を
感

じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
」
と
感
想

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

家
族
の
た
め
の

　

お
弁
当
を
つ
く
ろ
う
！

最
優
秀
賞

　

お
め
で
と
う
！

　
一
月
二
十
六
日
、
熊
倉
小
学
校
で
児
童
生
徒
対
象
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
小
中
学
生
一
五
人
が
最

終
審
査
の
お
弁
当
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

手際よく調理します

圧力鍋を利用して

肉団子を工夫して

ていねいに盛り付け

難しい審査でした

入賞者で記念撮影

３

６

１
２

４
５

３

６

１ ２

４５

　「
緊
張
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に

な
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
お
弁
当
で

工
夫
し
た
点
は
ご
飯
と
イ
カ
ニ
ン
ジ

ン
を
混
ぜ
た
と
こ
ろ
で
す
。」

　「
な
る
べ
く
低
カ
ロ
リ
ー
に
し
ま

し
た
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
受
験
な
の

で
夜
食
に
も
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

に
し
ま
し
た
。
練
習
の
と
お
り
作
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。」

▲田﨑琳子さん
　とお弁当

▲大川遥菜さん
　とお弁当

☆
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
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ふるさとを離れて

　ホテルサンルート白河で西郷村社会福祉協議
会主催による、相双地区から西郷村に避難され
ている方々の交流会が開催され１１５人が出席
しました。それぞれ震災前に住んでいた市や町
ごとにテーブルを囲んだ参加者は、健康体操で
ソフトタッピングを行った後、食事をしながら
互いの近況などを話し合っていました。

　村立西郷幼稚園で、ほし組（４歳児）19 人を
対象に西郷村茶道会会員を講師にお招きし、茶道
教室が開かれました。園児は茶道会員に指導を受
けながら、お菓子と抹茶をいただきました。甘い
お菓子をいただいた後、抹茶を味わった園児は「お
いしかったです」と笑顔で感想を述べました。質
問コーナーでは抹茶の作り方やお茶の道具の説明
を受け、楽しい時間をすごしていました。

　単位制総合大学では、今年、大学生 15 人、
短大生２人が卒業します。大学生の卒業は今年
が初めてです。大学での学びの成果を発表する
卒業発表会が文化センターで行われました。
　学生はそれぞれペーパークラフト、陶芸、キ
ルト、書、絵画などの作品の製作発表、歌や論
文の発表など、大学で学んできた成果を披露し、
会場から大きな拍手をあびていました。

　みずほ保育園で「お店屋さんごっこ」が行わ
れました。お店にならぶ商品は、先生と園児が
一緒に作ったおもちゃやアクセサリーです。「い
らっしゃい！いらっしゃい！」というお店屋さ
ん役の子どもの元気のいい掛け声が響く中、３
歳未満児は年長児に手伝ってもらいながら、お
目当てのおもちゃを買いました。子どもたちは
一杯になった大きなお買い物袋を下げ、とても
うれしそうでした。

学びの成果を発表

「鬼
は
そ
と
！  

福
は
う
ち
！
」

　

元
気
に
豆
ま
き
！　

　２月３日は節分です。村立幼稚園、まきば保育園、みずほ
保育園で豆まき会が行われました。園児は自分たちで作った
鬼のお面をかぶって集合し、先生から節分についてのお話を
聞きました。鬼に扮装した先生があらわれると、園児たちは
紙製の玉を豆に見立て豆まきを行いました。

　約 50 人が参加し、文化財防火訓練が長坂地区
の七

しちぶつ

佛薬師堂で行われました。地元の方が火災を
発見し 119 番通報を行ったという想定で、西郷分
署と地元消防団による放水訓練、地元の方々によ
る消火器の取扱い訓練が行われました。閉会後、
村内の文化財４か所に立ち入り検査を行い、文化
財に火災の心配がないか確認を行いました。

お抹茶おいしいね！

文化財を守る！

１/25

１/29

１/22

１/20２/ ３

これください！

２/ １

▲お豆おいしいね（村立西郷幼稚園） ▲鬼が来た！逃げろー！（村立西郷幼稚園）

▲鬼をやっつけよー！（まきば保育園） ▲鬼と一緒にダンシング！（まきば保育園）

▲いろんなお面ができたね（みずほ保育園） ▲鬼の登場にビックリ！（みずほ保育園）
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村
の
安
全
安
心
の
た
め
に

　
二
月
一
日
、
村
長
室
で
矢
吹
利
夫
氏
に

西
郷
村
消
防
団
長
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
か
ら
は
、
村

議
会
議
員
と
し
て
村
の
発
展
の
た
め
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
矢
吹
団
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
德
田
前
団
長
が
、
西
郷
村
消
防
団

に
残
し
た
功
績
は
と
て
も
大
き
な
も
の

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

団
長
の
辞
令
を
受
け
、
そ
の
重
責
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
消
防
団
員
数

は
三
一
〇
人
で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
女
性
消
防
団
員
の
入
団
促
進
等

を
図
り
、
団
員
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
予
防
消
防
に
力
を
入
れ
、
村
の
安

全
安
心
の
た
め
に
団
長
と
い
う
職
責
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　
矢
吹
氏
は
前
団
長
の
遺
志
を
継
ぎ
、

村
消
防
団
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
、
強
い
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
德
田
進
氏
が
一
月
二
日
に
逝
去
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
空
席
と
な
っ
て
い
た

西
郷
村
消
防
団
長
に
矢
吹
利
夫
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
矢
吹
氏
の
任
期
は
平

成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
德
田
進
前

団
長
の
残
任
期
間
で
あ
る
平
成
二
十
七

年
九
月
二
十
九
日
ま
で
で
す
。

　
矢
吹
氏
は
昭
和
五
十
九
年
に
消
防
団

員
と
な
り
、
平
成
九
年
か
ら
は
副
団
長

と
し
て
消
防
団
活
動
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
に
よ
り
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い

ま
す
。

▲村長から辞令を受ける矢吹利夫氏

▲団長の法
はっ ぴ

被をまとった矢吹氏

よモーくん

３月２６日（火）

10：30 ～

　　　　　11：00

３月の読み聞かせ会

新
着
図
書

　

テ
レ
ビ
で
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
三
月
十
日
は
詩
人
金
子
み

す
ゞ
が
二
十
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ

た
日
で
す
。

　

一
九
八
二
年
に
遺
稿
集
が
発
見
さ

れ
、
現
代
に
よ
み
が
え
り
「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、み
ん
な
い
い
。」で
有
名
な『
わ

た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
』
は
国
語
の
教

科
書
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
書

　

ａ
ｂ
さ
ん
ご　
　
（
第
一
四
八
回
芥
川
賞
）　　
　
　
　

黒
田　

夏
子　

　

何
者　
　
　
　
　
（
第
一
四
八
回
直
木
賞
）　　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ

　

等
伯　

上
・
下　
（
第
一
四
八
回
直
木
賞
）　　
　
　
　

安
部
龍
太
郎

絵
本

　

神
の
道
化
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ミ
ー
・
デ
・
パ
オ
ラ

　

３
び
き
の
ぶ
た
た
ち　
　
　
　
　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー

　

あ
つ
ま
る
ア
ニ
マ
ル　
　
　
　
　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ス
ミ
ス

３月の休館日
４日（月）・11日（月）
・18日（月）・25日（月）
・29（金）～４／２（火）

第６回

　

二
月
初
め
の
午
の
日
を
初
午
と
い
い
、
稲
荷
さ

ま
に
赤
飯
と
油
揚
げ
を
供
え
、
五
色
の
旗
を
あ
げ

て
稲
作
の
豊
穣
を
願
う
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
は
旧
暦
の
二
月
に
行
う
た
め
、
春
先
の

行
事
で
し
た
が
、
現
在
は
新
暦
の
二
月
に
行
う
よ

う
に
な
り
、
冬
の
一
番
寒
い
時
期
の
行
事
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
古
来
は
立
春
以
降
の
最
初
の

午
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

初
午
と
稲
荷
さ
ま
の
関
係
は
、
京
都
の
伏
見

稲
荷
大
社
の
神
さ
ま
が
降
り
た
日
が
和
銅
四
年

（
七
一
一
）
二
月
十
一
日
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
こ

の
日
が
初
午
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
稲
荷
さ
ま
の
縁

日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
村

内
の
稲
荷
さ
ま
は
、
熊
倉
村
の
一
社
し
か
書
か
れ

位
稲
荷
神
社
や
熊
倉
の
嘉
門
稲
荷
神
社
や
追
原
の

拓
豊
稲
荷
神
社
や
上
羽
太
の
惣
兵
衛
稲
荷
、
下
新

田
の
子
安
観
世
音
堂
裏
に
あ
る
子
安
観
音
稲
荷
な

ど
が
あ
り
、
他
に
も
原
中
の
原
中
神
社
境
内
に
あ

る
石
祠
の
よ
う
に
、
祠
前
に
狐
の
置
物
（
石
製
や

陶
器
製
）
を
置
く
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。
全
国

で
は
三
万
二
千
社
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
午
の
早
い
年
は
火
事
が
多
い
と
言
わ

れ
、
黒
川
で
は
初
午
念
仏
と
い
っ
て
初
午
の
お
昼

過
ぎ
に
当
番
の
家
に
集
ま
り
、
豆
腐
と
鰹
節
で
酒

を
飲
み
な
が
ら
火
の
用
心
に
つ
い
て
戒
め
合
う
習

わ
し
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

追
原
で
は
初
午
の
午
後
に
当
番
の
家
に
集
ま

り
、
老
婆
た
ち
が
大
数
珠
を
回
し
た
後
、
子
ど
も

ら
と
数
珠
を
引
っ
張
り
合
う
「
ズ
ズ
引
き
」
と
い

う
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。　

熊倉の嘉門稲荷神社

原中の原中神社境内にある稲荷さま

追原のズズ引き

て
い
ま
せ
ん
が
、
現
存
す
る
稲
荷
さ
ま

は
長
坂
の
永
倉
神
社
境
内
に
あ
る
正
一

　

み
す
ゞ
の
言
葉
の
世
界
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

日
本
語
を
味
わ
う
名
詩
入
門
２
『
金
子
み
す
ゞ
』

金
子
み
す
ゞ
童
謡
集
『
明
る
い
ほ
う
へ
』

金
子
み
す
ゞ
童
謡
集
『
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
』

『
お
ひ
さ
ん
、
あ
め
さ
ん
』（
絵
本
）

※
図
書
室
に
あ
る
金

子
み
す
ゞ
の
本
で

す
。
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

西
郷
村
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
「
西
郷
村
新
生
活
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
冠
婚
葬
祭
や
普
段
の
生
活
の
中
で
、
無
駄

や
見
栄
を
な
く
し
合
理
化
を
は
か
る
運
動
の
こ
と
で
、
当
村
で
は

次
の
五
つ
を
そ
の
実
践
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

⑤
は
各
行
政
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
花
苗
を
配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
有
志
の
方
が
植
え
て
い
ま
す
。
五
月
下
旬
以
降
、
道
路

脇
や
集
会
施
設
な
ど
を
瑞
々
し
い
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
村
内
各
地

を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
式
服
の
貸
出
や
花
輪
ポ
ス
タ
ー
の
販
売
も
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事
務
局
（
西
郷
村
文
化
セ
ン

タ
ー:
電
話
２
５
―
２
７
５
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

①
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
の
村

　

②
安
心
・
安
全
の
村

　

③
健
康
い
っ
ぱ
い
の
村

　

④
ご
み
ゼ
ロ
推
進
の
村

　

⑤
花
い
っ
ぱ
い
の
村　

よモーくん
園芸バージョン
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乳
が
ん
集
団
検
診

●
検
診
日

　
４
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫
・
22
日
㈪
・
23
日
㈫

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
・
27
日
㈪

　

①
午
前
（
50
歳
以
上
）
上
限
40
人

　

②
午
後
（
40
歳
～
49
歳
）
上
限
15
人

●
場
所　

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

　

と
な
る
女
性
で
、
昨
年
の
検
診
が
未
受

　

診
の
方

●
検
査
方
法

　

視
触
診
お
よ
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　
（
40
歳
代
は
２
方
向
撮
影
）

●
検
診
料

　

１
，
０
０
０
円
（
検
診
当
日
）

●
申
込
期
間　
３
月
11
日
㈪
～

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
方
法
お
よ
び
受
付
時
間

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
者
に
は
、
後
日
詳
し
い
日
程
な

ど
を
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

①
午
前　

９
時
～
12
時

　

②
午
後　

13
時
～
17
時

●
定
員　

330
人
（
各
検
診
日
55
人
限
定
）

●
注
意
事
項

乳
が
ん
検
診
は
完
全
予
約
制
で
実
施

す
る
た
め
、
予
約
し
た
日
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

白
河
地
区
小
児
平
日
夜
間
救
急

医
療
事
業
の
休
止
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
の
減
少
お
よ
び
協
力
ス
タ
ッ

フ
の
減
少
に
伴
い
、
４
月
よ
り
白
河
地
区

●
受
付
期
間

　

随
時
登
録
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
勤
務
時
間
内
）

■
問
合
せ
・
申
請
場
所

　

総
務
課
（
財
産
管
理
係
）

※
登
録
手
続
、
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
業

　

戸
籍
シ
ス
テ
ム
切
替
作
業
の
た
め
、

３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
は
イ
オ
ン
白
河

西
郷
店
２
階
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
ご
理
解
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
変

更
・
移
転
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
は
、
４
月

１
日
現
在
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有

者
（
所
有
権
留
保
付
自
動
車
の
場
合
は

使
用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

移
転
や
抹
消
の
登
録
が
３
月
末
ま
で
に

行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
元
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
や
バ
イ
ク
を
他
人
に
譲
渡
し

た
、
下
取
り
に
出
し
た
、
壊
れ
て
動
か
な

い
た
め
使
用
し
な
く
な
っ
た
、
な
ど
に
よ

り
車
検
証
の
記
載
と
実
態
が
異
な
る
場
合

に
は
、
す
み
や
か
に
車
検
証
の
登
録
変
更

な
ど
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

　
〈
自
動
車
税
〉

　
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
２
３
︱
１
５
１
９

　
〈
軽
自
動
車
税
〉

　

税
務
課
（
賦
課
係
）

小
児
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
は
休
止
と

な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

西
郷
村
小
規
模
修
繕
登
録
契
約

希
望
者
登
録
制
度

　

こ
の
登
録
制
度
は
、
村
が
発
注
す
る

小
規
模
修
繕
（
50
万
円
未
満
の
も
の
）

の
受
注
を
希
望
す
る
村
内
の
事
業
者
の

方
を
対
象
に
、
簡
単
な
手
続
き
で
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
、
受
注
機
会
の
拡
大

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］3月 3・10・17・24・31 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税および上下水道使用料

国 民 健 康 保 険 税 （ ９ 　 期 ）
介 護 保 険 料 （ ９ 　 期 ）
上 下 水 道 使 用 料 （ ３ 月 分 ）

4 月 1 日㈪までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

●内科・外科医　３月休日当番日
 3 日 片倉医院　産科・婦人科（白河市）☎ 23-2459

10 日 おおほりクリニック（矢吹町）☎ 41-2311
17 日 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988

 20 日 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
24 日 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
31 日 か ね こ ク リ ニ ッ ク（西郷村）☎ 24-3111

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします）

　日曜・祝日のみ（９時～ 17 時）

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　民）

                 　　　　　( 消防防災・地域安全）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

環 境 保 全 課 33-5011 議 会 事 務 局 25-2980
福   祉   課 （国　保 ）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946
西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116

商 工 観 光 課 25-2910 学 校 教 育 課 25-2370
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371
建   設   課 （管　理 ）
　　　                       （事　業 ）

25-1117
25-1118

代 表 25-1111

●歯科医　３月休日当番日
3 日 大栄歯科クリニック（白河市）☎ 22-2833

10 日 五 十 嵐 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-3473
 17 日 岩 谷 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-4363

  20 日 海 野 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-7474
24 日 か た の 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-8833
31 日 河 島 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2739

●小児科医　３月休日当番日
  3 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
10 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
17 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
20 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
24 日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
31 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

　人権擁護委員は、地域住民の中から人権の擁護とい
う仕事に理解を持ち、最もふさわしい人を村長が村議会
の意見を聴いて推薦し、法務大臣が委嘱した方々です。
　平成 25 年１月１日付けで次の方を新たに委嘱しました。

人権擁護委員

・菅
か ん の

野美
み よ こ

代子　　大字熊倉字火打山 63
　　　　　　    　☎２５－０３２２
　その他に５名の方が西郷村人権擁護委員となってい
ます。人権問題でお困りのときは、お近くの人権擁護
委員にご相談ください。

・田
た な べ

邉　敏
としかつ

捷　　大字米字間ノ原 107
　　　　　　　　☎２５－１１３５

・真
ま ふ ね ぜ ん い ち ろ う

船善一郎　　大字小田倉字上野原 484
　　　　　　　　☎２５－２１７５

・和
わ ち

知　七
しちろう

郎　　大字柏野字腰蒔 27
　　　　　　　　☎２５－３３６６

・川
かわかつ

勝　直
な お こ

子　　大字小田倉字上野原 251-4
　　　　　　　　☎２５－２５８１

・白
しらいわ

岩　晶
しょうこ

子　　大字羽太字虫笠 17
　　　　　　　　☎２５－１７３３
■問合せ　住民生活課（住民係）
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「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
の
ご
案
内

●
相
談
窓
口　

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

●
受
付
時
間　

　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
問
合
せ

　

多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通

　

☎
０
２
４
︱
５
３
３
︱
０
０
６
４

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
５
︱
０
３
０
３

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
無
料
）

●
相
談
内
容

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・
遺

言
、
多
重
債
務
な
ど
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
な
ど

●
日
時　
３
月
７
日
㈭　

17
時
～
20
時

●
場
所　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

■
問
合
せ
・
予
約
先

　

白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
︱
１
７
８
５

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
10
時
～

　

12
時
30
分
・
13
時
30
分
～
16
時
）

用
計
画
な
ど
の
説
明
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報

提
供
な
ど

●
日
時　
３
月
４
日
㈪

　

・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

　

・
合
同
企
業
説
明
会　
　

　
　
　

13
時
～
16
時

●
場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
（
郡
山
市
）

※
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
１
週
間

前
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎
０
２
４
︱
９
２
７
︱
４
６
３
３

白
河
消
防
本
部
「
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
「
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

業
務
が
開
始
さ
れ
る
と
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。

①
各
消
防
署
（
白
河
・
矢
吹
・
棚
倉
）

で
受
付
け
て
い
る
１
１
９
番
通
報

が
、「
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
受

付
け
と
な
り
ま
す
。

②
「
統
合
型
位
置
情
報
通
知
装
置
」

に
よ
り
通
報
場
所
を
瞬
時
に
特
定

し
、
最
も
近
い
消
防
車
や
救
急
車

を
出
動
さ
せ
る
の
で
、
最
寄
り
の

消
防
署
・
分
署
に
通
報
す
る
よ
り

速
く
現
場
に
到
着
で
き
ま
す
。

③
聴
覚
・
言
語
機
能
に
障
が
い
の

あ
る
方
、
そ
の
他
音
声
に
よ
る

１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
（
原

則
と
し
て
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
）
を
対
象
に
、

電
子
メ
ー
ル
で
１
１
９
番
通
報
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
別
途

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

　

１
１
９
番
通
報
か
ら
到
着
ま
で
の
時

間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速

な
消
防
・
救
急
・
救
助
活
動
が
行
わ
れ
、

皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　
白
河
消
防
本
部
総
務
課
通
信
指
令
準
備
室

　

☎
２
２
︱
０
１
１
９

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
追
悼

　

福
島
県
で
は
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲

と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ
の
哀
悼
の
意
を

捧
げ
る
た
め
、
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
こ
の

模
様
を
放
映
す
る
と
と
も
に
記
帳
所
を

設
置
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場

で
き
ま
す
。

●
日
時　
３
月
11
日
㈪

　

①
記
帳
所
の
設
置　

　
　

９
時
～
17
時

　

②
追
悼
式
の
中
継　

　
　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
　
白
河
市
立
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
合
せ

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

　

☎
２
３
︱
１
５
２
４

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

　　

平
成
25
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
22
年
３
月
以
降
に
卒

業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る

方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計

画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
内
容

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
と
の
個
別
相
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・

情
報
提
供
な
ど

●
日
時　
３
月
12
日
㈫

　

・
直
前
相
談　
　
　
　

12
時
～
16
時

　

・
合
同
就
職
面
接
会　

13
時
～
16
時

●
場
所　

ビ
ッ
グ
ア
イ
（
郡
山
市
）

※
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
１
週
間

前
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
︱
５
２
９
︱
５
３
９
６

ふ
く
し
ま
大
卒
等

　
　
　
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
開
催

　

平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
を
対
象
に
県
内
企
業
の
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
の
事
業
・
職
務
内
容
、
今
後
の
採

　平成 25 年度に村が作成する「広報にしごう」への掲載

広告を募集します。

　掲載できる広告については、村の広報紙に掲載する広告

としてふさわしいものに限ります。

　詳細につきましては、お気軽にお問い合わせください。

●広告の掲載料（掲載１回につき）
　１段すべて（この枠の２倍の大きさ）　　１2,000 円

　１段の半分（この枠の大きさ）　　　　　　6,000 円

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

「広報にしごう」への掲載広告募集！

　
　

放送局名 リモコン
番号 周波数

NHK（総合） １ 37 ch
NHK（教育） ２ 38 ch
福島テレビ（FTV） ８ 39 ch
福島中央テレビ（FCT） ４ 35 ch
福島放送（KFB） ５ 36 ch
テレビユー福島（TUF） 6 40 ch

■問合せ　企画調整課（企画情報係）　☎ 25-2943

送信所

羽太小

金華橋

≪西郷羽太中継局 （地上デジタルテレビ放送）の概要および放送エリア図≫

【西郷羽太中継局】地上デジタルテレビ放送の中継局が開局します

　このたび、羽太地区に設置されていたＮＨＫ、民放２局のアナログテレビ放送施設に代わって、ＮＨＫ、民放
４局を含むデジタルテレビ放送施設が新たに設置され、２月６日から地上デジタルテレビ放送の試験放送を開始
しており、平成２５年３月４日（月）が開局の予定となっております。
　試験放送中は、通常どおり地上デジタルテレビ放送を視聴することができますが、確認・調整のために、一時
映像に乱れが生じたり、場合によっては放送を休止することもあります。
　下図、放送エリア内およびその周辺にお住まいの世帯で、現在、地上デジタルテレビ放送を良好に受信できて
いない方、および、難視対策衛星放送を視聴して関東の地上テレビ番組をご覧になられている世帯の方は、送信
所（下図参照）方面へＵＨ F アンテナを向けたのち、お持ちのテレビでチャンネルの再スキャンを行っていただ
くと、地上デジタルテレビ放送が視聴できます。

注１　エリアは、電波法令に規定する「放
　　　送区域」を表しており地上 10m
　　　の高さで、送信所からの放送波の
　　　電界強度が１mv/m 以上得られる
　　　区域として算出されたものです。
注２　エリア内であっても、地形やビル
　　　陰などにより電波が遮られる場合な
　　　ど、視聴できないことがあります。
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西
郷
単
位
制
総
合
大
学

　

村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・
中
央
公

民
館
で
は
、
西
郷
単
位
制
総
合
大
学
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　
３
月
11
日
㈪
～
３
月
29
日
㈮

●
申
込
方
法

村
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
諸
経
費

４
０
０
円
と
保
険
代
（
※
）
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
保
険
代
…
文
化
活
動
の
み
８
０
０
円
、

　

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
１
，
８
５
０

円
、
65
歳
以
上
で
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
活

動
１
，
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か
一
つ

●
入
学
資
格　
18
歳
以
上
で
村
在
住
者

●
定
員　
70
人
程
度

■
問
合
せ

　

村
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館

　

☎
２
５
︱
２
７
５
５　

お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

　
〔
総
合
職
試
験
〕

　
　

４
月
１
日
㈪
～
８
日
㈪（
受
信
有
効
）

　
〔
一
般
職
試
験
〕

　
　

４
月
９
日
㈫
～
18
日
㈭（
受
信
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
、
総
合
職
試
験
は
、
３
月

11
日
㈪
～
29
日
㈮
ま
で
、
一
般
職
試
験

は
、
３
月
21
日
㈭
～
４
月
８
日
㈪
ま
で

（
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）
に
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
も
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

☎
０
２
２
︱
２
２
１
︱
２
０
２
２

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

　
　

 saiyo.htm
子
育
て
サ
ロ
ン

に
っ
こ
り
・
シ
ル
バ
ー
ち
ゃ
ん

●
利
用
時
間

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分　

月
～
金
曜
日

　
（
土
日
・
祝
祭
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
対
象
年
齢　
６
カ
月
～
未
就
学
児

●
利
用
料
金　
１
カ
月
100
円

　
（
同
月
内
な
ら
何
回
で
も
利
用
で
き
ま
す
）

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
所　
白
河
市
結
城
66
︱
２

　
　
　
　

長
田
ビ
ル
２
階

■
問
合
せ

　

公
益
社
団
法
人
白
河
・
西
郷
広
域
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
︱
９
１
２
８

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合

職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

　
　

　皆さんのご家庭では住宅用火災警報器の設置
はお済みでしょうか？　
　建物から出火した火災のうち約６割を住宅
火災が占めており、火災による死亡者は 65 歳
以上の高齢者が約６割を占めています。
　死亡原因の多くは「逃げ遅れ」であるため、
火災の早期発見および早期避難を有効に行う
ために住宅用火災警報器を設置しましょう。

「消すまでは　出ない行かない　離れない」

住宅用火災警報器の設置

春季火災予防運動目の不自由な方が放射線量
を把握できるように

■問合せ　白河消防署西郷分署
　　　　　☎２５－２５３４
　　　　　住民生活課（消防防災係）

　をスローガンに３月１日から７日まで、全国
一斉に春の火災予防運動が実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え
るにあたり、火災予防思想の一層の普及を図る
ことにより、火災の発生を防ぎ、高齢者などを
中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失
を防ぐことを目的として実施されます。
　暖房器具などの火気の使用が多いこの季節
は、ちょっとした気のゆるみから火災へと繋
がってしまいます。
　衣類や紙などの燃えやすいものを暖房器具
の付近に置くのはやめましょう。
　また、灯油の取り扱いには十分注意し、火の
用心を心がけましょう。

　西郷村では、視覚障がい者のために音声で
放射線量を読み上げる簡易線量計「しゃべる
線量計」を２台導入しました。
　この機器は、社団法人福島県盲人協会と三
和製作所（大玉村）が協力・開発したもので、
電源スイッチを入れてから約 30 秒で本体左側
のボタンを押すと、視覚障がい者や高齢者が
聞き取りやすい高さの女性の声で数値が読み
上げられます。操作方法も簡単で、説明書も
通常のものに加え、点字の説明書や音声で聞
けるＣＤが付属しています。
　貸出方法は、現在の方法と同様（貸出申請
書に記入）ですが、代筆もいたしますので、
お気軽にお越しください。

○貸出場所
　環境保全課（役場庁舎前プレハブ）
○貸出対象者
　村内に居住している視覚障がい者の方
○貸出受付時間
　平日：８時 30 分～ 17 時
　　　　（12 時～ 12 時 30 分を除く）
○申請に必要なもの
　身分を証明するもの（身体障害者手帳など）、
　印鑑

■問合せ　環境保全課（放射能対策係）

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」

　

  

企
画
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

白
河
市
と
西
白
河
郡
各
町
村
で
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
逢
い
の
場

を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
出
逢
い
＆
ふ

れ
あ
い
の
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容

　
年
２
回
実
施
予
定
の
本
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び

　

月
１
回
程
度
の
企
画
委
員
会
へ
の
参
加

●
募
集
人
数　

５
人
程
度

●
期
間　

　
平
成
25
年
４
月
～
平
成
25
年
12
月（
予
定
）

●
参
加
資
格

満
20
歳
以
上
の
方
で
、
白
河
市
お
よ
び

西
白
河
郡
在
住
の
方
（
男
女
不
問
）

●
賃
金　

　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
、
報
酬
・

　

交
通
費
な
ど
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん

●
申
込
期
限　
３
月
29
日
㈮
ま
で

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

企
画
調
整
課
（
企
画
情
報
係
）

　
　



人口と世帯数（2月1日現在）人口 19,971 人（前月比 +22）男 10,003 人（+16）女 9,968 人（+6）世帯数 7,562 戸（+16）

2013 年 3 月
March行事
レカ ンダー

●今月の顔────
　　児童生徒対象料理コンクールで（1/26）
　　　　　　　　　　　　入選した皆さんです。

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）
・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。

モバイル用ホームページはこちら（＾０＾）／↑

※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

日 月 火 水 木 金 土
1
ひなまつり
（9:45村立西郷幼稚園他）
西郷単位制総合大
学卒業証書授与式
（14:45文化センター）

2

3 4 5
12 ～ 13 カ月児健
康相談
（9:30 保健福祉セン
ター）
体操教室
（10:00みずほ保育園）

6 7 8 9

10 11
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
母子手帳の交付
（13:00 保健福祉セン
ター）

12
お別れ会
（9:30村立西郷幼稚園）

13
お別れ会
（10:00まきば保育園）
お別れ会
（10:00みずほ保育園）
村内中学校卒業式
（10:00村内各中学校）

14
英語で遊ぼう
（10:00まきば保育園）
４カ月児健康診査
（12:50 保健福祉セン
ター）

15
修了式
（9:30村立西郷幼稚園）

16

17 18
卒園式
（10:00村立西郷幼稚園）

19
卒園式
（10:00まきば保育園）
卒園式
（10:00みずほ保育園）

20春分の日 21
西郷村体育協会総会
（18:30文化センター）

22
村内小学校卒業式
（10:00村内各小学校）
村内小中学校修了式
（村内各小中学校）

23

24 25
母子手帳の交付
（13:00 保健福祉セン
ター）
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活
支援センター）

26
読み聞かせ会
（10:30文化センター）

27 28 29 30

31

編
集
者
の

つ
ぶ
や
き
。

　

今
年
は
雪
の
日
が
多
い
で
す
。

時
間
を
見
つ
け
て
大
好
き
な
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行
き
ま
す
が
、
そ

こ
で
事
件
は
起
き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
ひ
と
し
き
り

滑
っ
た
後
、
ウ
ェ
ア
の
チ
ャ
ッ
ク

を
見
る
と
、
チ
ャ
ッ
ク
が
開
い
て

い
る
の
で
す
。
チ
ャ
ッ
ク
と
言
っ

て
も
ズ
ボ
ン
の
真
ん
中
の
チ
ャ
ッ

ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
携
帯
電
話

入
れ
ポ
ッ
ケ
の
チ
ャ
ッ
ク
が
開
い

て
い
た
の
で
す
。

　

ま
さ
か
携
帯
電
話
は
あ
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ポ
ッ
ケ
を

裏
返
し
に
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

久
し
ぶ
り
に
ひ
ど
く
落
ち
込
み
ま

し
た
。
雪
の
中
だ
か
ら
な
い
だ
ろ

う
と
あ
き
ら
め
て
帰
り
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
パ
ソ
コ
ン
か
ら
自
分

の
携
帯
電
話
を
検
索
す
る
と
、
ス

キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
の
真
ん
中
に

あ
る
よ
う
で
し
た
。
雪
に
埋
も
れ

て
い
る
携
帯
電
話
を
考
え
る
と
、

さ
み
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
ぶ
し

ぶ
新
し
い
携
帯
電
話
を
購
入
す
る

と
、
ス
キ
ー
場
か
ら
携
帯
電
話
が

見
つ
か
っ
た
と
の
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。

　

携
帯
電
話
が
２
台
。
便
利
な
世

の
中
で
す
が
、
私
の
生
活
で
は
２

台
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
中
学
・
高
校
の
こ
ろ
は
、

携
帯
電
話
は
な
く
て
、「
ポ
ケ
ベ

ル
」
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
い

ま
や
携
帯
電
話
が
当
た
り
前
の
世

の
中
で
す
が
、
昔
は
無
く
て
も
何

と
か
な
っ
た
も
の
が
、
今
や
手
放

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
携
帯
電
話
を
使
わ
な
い
生
活

も
面
白
い
か
も
。
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。


